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地方独立行政法人 青森県産業技術センター

農林総合研究所

★組織名称の表記についてのお願い

地方独立行政法人青森県産業技術センターは県庁の組織ではありません。
地方独立行政法人青森県産業技術センターの名称を省略して表記する場合には、地方独立行政法人であること
が明確に分かるよう、『（地独）青森県産業技術センター』又は、当センターの略称『青森産技』をお使いくださるよう
お願い申し上げます。
また各研究所の表記につきましても、「県○○研究所」ではなく、「（地独）青森県産業技術センター○○研究所」、
又は「青森産技○○研究所」と表記してくださるようお願いいたします。

青森産技

あおもりの未来、技術でサポート



地方独立行政法人青森県産業技術センター

３月20日に東京都で行われた内閣府主催「第３回 宇宙開発利用大賞」表彰式に

おいて、（地独）青森県産業技術センターと農産園芸課の職員が「農林水産大臣

賞」を受賞しました。

この賞は、宇宙開発利用の推進において大きな成果を収め、先導的な取組を行う

など、多大な貢献をした事例に対しその功績をたたえるもので、「青天の霹靂」ブ

ランド化に向けたリモートセンシング技術の取組が選ばれました。農林水産大臣賞

は、本年度新設された賞で、本県が初めての受賞となります。

１ 賞の名称 第３回宇宙開発利用大賞 農林水産大臣賞

２ 受賞者

①青森県産業技術センター 農林総合研究所

生産環境部長 境谷栄二（さかいやえいじ）

②青森県農林水産部 農産園芸課

技師 井上貴裕（いのうえたかひろ）

③青森県産業技術センター 工業総合研究所

電子情報技術部長 小野浩之（おのひろゆき）

３ 受賞理由等

ブランド米「青天の霹靂」の品質管理のため衛星画像を利用する方法を開拓し、

実用化した点及び、既に１年の利用実績があるなど、農作物の品質向上の成果を

挙げている点が特に評価されたものです。

「青天の霹靂」では、2016年産米から、全国に先駆けてブランド米生産管理に

衛星情報を利用する体制を整え、適期収穫のための「収穫適期マップ」は営農指

導員と生産者合わせて500名以上に利用されています。この結果、「青天の霹靂」

の出荷基準（玄米タンパク質含有率6.4％以下、検査等級２等以上）合格率は、

2016年98.9％、2017年98.4％（2018年１月末現在）と２年連続で極めて高い割合

となっており、「青天の霹靂」のブランド化推進に大いに役立っています。

「青天の霹靂」ブランド確立に向けたリモートセンシング技術の取組が
「第３回 宇宙開発利用大賞 農林水産大臣賞」を受賞
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● 住 所 ： 青森県黒石市田中８２－９
● 連絡先 ： 0172-52-4391（直通） 0172-52-4346（代表）
● 担当者 ： 生産環境部 部長 境谷栄二（さかいや えいじ）

農林総合研究所
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取材依頼先の詳細

● 住 所 ： 黒石市田中82-9 
● 連絡先 ： 0172-52-4391
● 担当者 ： 生産環境部長 境谷栄二（さかいやえいじ）

（２）取材依頼先
農林総合研究所 生産環境部

（１）取材依頼日
表彰式出席の都合上、３月２２日（木）以降でお願いいたします。

（参考） 表彰式
日時 平成30年３月20日（火）15:45～
場所 イイノホール（東京都千代田区内幸町）
※宇宙シンポジウムと併催


